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【システム業界全般について】 

 リーマンショック後、約１年半が経過した今、「景気はすぐには回復しない。」と考える経営者は多く、

このような売上が伸びにくい経済状況が続く中で、原価を抑えることで利益を獲得したいと、原価管理シ

ステムの導入を検討する企業が増えています。業績が好調なあるインターネット関連企業では、競合他社

と比べ自社の売上原価率が高いという課題があり、原価率逓減を実現するべくシステムの導入を決定しま

した。業績が決して好調ではない上場企業でも、売上原価把握・利益確保を目的としてシステムの導入を

検討しているそうです。これまでは、システム投資の可否を決定の際、多くの企業は自社の業績や見通し

を最重要視していましたが、最近では業績が決して好調ではない企業においても、原価管理システムの導

入を検討する企業が増えています。しかしシステム投資をせずに原価管理を行う場合と、受託開発・パッ

ケージ等のシステムを導入して原価管理を行う場合のコストを比較すると、100万円～1,000万円単位でコ

ストが変わってくるため、多くの企業はシステム投資による費用対効果を考えて決断を行いますが、最終

的にどちらを選択するかは各社の企業体力次第ではないかと考えています。 

 

システム開発案件については、3月末で終了する案件がある一方で、4月以降アサイン人員を拡張する案

件もあります。これは新しい年度への切り替えで起こる季節柄の動きであり、今年はこの振れ幅が例年よ

り小さい傾向にあり、大きな落ち込みもなければ伸びもないという状況になっています。 

 

【エンジニアについて】 

エンジニアの単価は、SE・PGともに下落傾向にあります。これまでエンジニアの単価の値下げを検討し

ていなかった企業においても値下げが決行されるようになるなど、4 月以降についてもエンジニアの単価

は下落傾向にあり、一層厳しさを増している状況が読み取れます。 

 

 

 

 

長引く不況に原価管理システムへの投資意欲高まる 

エンジニアの単価 4月以降も下落傾向 

株式会社ビーブレイクシステムズ 

ビーブレイクシステムズが様々な現場で感じたシステム業界における現在の景気動向を、現場目線で定

期的に発信します。 

【本レポートに関するお問い合わせ先】 

 株式会社ビーブレイクシステムズ 担当：木塚、岡部 

 TEL：03-5487-7855 / FAX：03-5487-7854 / E-MAIL：info@bbreak.co.jp 

■株式会社ビーブレイクシステムズ 会社概要 

住所：〒141-0031東京都品川区西五反田 2-19-3 五反田第一生命ビル 

設立：2002年 7月 

資本金：6,000万円 

代表取締役：白岩次郎 

事業内容：戦略的業務管理システム「MA-EYES」等のパッケージ販売や、システムの受託開発。 

URL： http://www.bbreak.co.jp/ 

本レポート上の情報は、弊社業務内において入手したものですが、これらの情報の正確性、完全性を保証するものではありません。記載された見解や予測等は、

本レポート作成時のものであり、今後予告なく変更されることがあります。本レポートの情報の利用はご自身の判断と責任でなされますようお願い申し上げま

す。本レポートの情報の利用により発生した問題、不利益等につきましては、一切の責任を負いかねます。事前の了承なく複製または転送等を行わないようお

願いします。 
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